
当

方

シ

ラ
7
ン

珂

持

組

制
叫
以
下
、初
期
・
古
城
容

-
と
い

品。

里
町
諸
制
役
、
及
び
晩
翠
に
よ
っ
て
そ
の
斑
州
刷
役
に

一

カ
ス
ガ
/

春
日
野

味

洲

出
直
沼
に
凶
す
る
下

立
中
ず
る
川
単
行
御
抗
駒
内
情
行
御
削
工
単
行
等
を
す

一
円品川叫
・
立
，谷
・
怯
H
Jザ
は
、
家
M
m
林
地
北
ハ
に
山
山
市
の

一
べ
て
川町
分
以
上
と
い
ひ
、
御
山
裕
行
・法
山
山
町
判
明
行
・
一
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
川
治
入
年
十
月
明
川
可
を
似
て
羽
廿

御
判
的
単
行
・
別
刷
叫
山
静
行
mv
前
川
川
平
士
役
懸
な
る
も

ご
同
町
と
桝
し
た
。

の
を
尚
分
以
下
と
い
う
た
。

一

カ
ス
ガ
マ
チ

春
日
町

金
制
仰
の
町
名
ω
附
近
河

力
シ
ン
イ
ン
花
山
院

加

引
能
市
川
山
川
代
前
山

一
北
川
山
上
村
内
地
内
に
者
同
の
祉
が
あ
る
に
依
っ
て

綱
紀
の
子
卯
十
郎
の
法
制
ω
詳
し
く
は
花
心
院
春
慾

↑
間
企
引
に
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

一河
野
町
子
。

一

カ
ス
ガ
ミ

糖

紳

大

永
七
年
の
託
宣
犯
に
、『白

カ
ス
ガ
キ
チ
ザ
エ
モ
ン

春
日
吉
左
衛
門

前
川

山

九

一
肋
，
小
跡
、
第
二
制
…刷
、
防
辺
地
版
。
』
と
す
る

利
u
H
に
仕

へ
て
二
百
討
を
領
し
、
阿世
H
K
九
年
間
間
む
子

↑
が
、
今
出
川
叫
肥
し
て
明
ら
か
で
な
い
。
但
し
白
山
犯
に

M
M
制
綴
い
で
務
に
H
H

へ
た
。

一
は
九
加
小
榊
中
に
出

τ以
，
祉
を
鍛
へ
て
、
そ
の
註
に

カ
ス
ガ
シ
ヤ
春
日
祉

制
川
地
八
怖
に
鋲
一
世
す

一『
側
一
岬
白
山
…t
v
之
、
異
説
人
九
乙
0
』
と
な
っ
て
ゐ
る
。

る
。
出
山
犯
に
は
八
附
富
山
次
に

『
春
日
枇
、
白山間

一
・ノ
」
に
よ
れ
ば
山
山
本
宮
境
内
に
在
っ
た
の
で
あ
ら

列
股
い
と
椛
せ
ら
れ
る
。
元
政
十
四
年
の
郷
村
名
義

一
ぅ
。
抑
制
町
制
約
も
凶
っ
て
起
る
聞
を
知
ら
ぬ
。
同

抄
に
、石
川
川
八
幡
村
は
H
U
訂
訴
H
村
と
い
う
た
が
、
一
掛川制
江
X
は
山中

vmの
制
百
円
相
捌
か
と
も
川
U

は
れ
る
。

八
脈
大
耐
を
削
約
し
て
か
ら
名
を
殴
め
た
と
い
」
似

一

カ
ス
カ

Z
ガ
ハ

浮
上
川

源
を
能
尖
柑
火
絞
山

挽
を
記
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ば
春
日
枇
は
、
此
の
地
内

一
の
刊
に
品
目
し
、
刊
枕
し
て
下
袋
口
に
v
R
b
、
附
北
に

産
土
利
で
あ
っ
た
り
で
あ
ら
-
q

，。
枇
践
は
今
総
械
に
一
的
じ
、
左
右
剛
仰
よ
白
釧
械
を
入
れ
、
利
谷
・岩
淵
を

附
し
て
ゐ
る
が
、
抑
廿
同
の
ぷ
と
附
桝
す
る
一
六
五
平
方

一
側
、
巾
に
於
い
て
抑
川
に
介
す
る
。
疏
桜
七
粁
泊
。

米
治
の
地
中
L
U
し
亡
ゐ
る
。

一

カ
ス
カ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ

淳
よ
神
位
能
尖
郡
中
ハ
邸

カ
ス
ガ
シ
ヤ

春

自

社

河
拍
川
山
上
に
四
即
座
す

一
族
名
〉
に
叙
町
出
す
る
。
式
内
等
飴
枇
記
に
、
『
伴
上
刷

る
o
祭
る
別
郡
廿
H
凶
陛
ω
枇
杷
に
養
老

γA
4
銀
座
、

一
枇
o
式
内
一
座
ω
抑
制
的
郷
中
村
銀
座
。
或
云
祭
跡
天

小
坂
山
内
惣
枇
で
あ
る
と
す
る
。
読
し
小
坂
陀
に
は

一
術
法
凶
抑
人
命
。
一
悦
有
n
興
院
“』

と
比
え
‘
能
楽
刈

奈
良
の
在
日
枇
聞
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
耐
を
制
約

一
名
山
芯
に
も
、
こ
の

巾
の
利
枇
を
式
内
の
そ
れ
と

し
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
耐
衡
の
こ
と
は
、
版
日比
二
一
L
、
今
は
枇
家
紅
併
も
な
く
、
そ
の
名
の
み
で
あ
る

年
治
内
説
段
段
弁
凶
役
引
の
巾
に

峨
せ
ら
れ
て
ゐ

一
と
記
す
る
。
し
か
し
放
路
二
年
河
附
禿
俊
の
お
入
本

る。

に
は
、
鍋
谷
に
在
る
も
の
を
式
の
作
上
訓
枇
に
泊
て

に
ゐ
る
。

カ
ス
ガ
シ
ヤ

春
日
批

珠
洲
胤
似
川
に
す
叫
っ
て
、

県
の
初
は
明
ら
か
で
な
い
。
氏
不
二
年
内
計
上
航
ぴ

に
文
政
枇
鋭
似
に
春
日
大
明
耐
と
あ
る
。

カ
ス
ガ
シ
ヤ

春
日
結

珠
洲
樹
脂
紋
に
在
っ
て
、

氷
正
十
年
平
十
郎
左
衛
門
恒
俊
が
初
め
て
諮
問叫
し
た

カ
シ
|
力
ス

カ
ス
ガ
ヤ
マ

春
日
山

河
北
加
山
上
に
凶
す
る

金
開
銀
外
の
卯
民
山
に
一
辿
約
す
る
山
路
で
あ
る
。
閉
山

に
春
日
註
あ
る
を
以
て
名
づ
け
る
。

カ
ス
ガ
ヤ
マ

春
日
山

珠
洲
榔
似
川
の
刊
方
に

内
惣
摘
捌
町
下
涯
が
主
計
町
か
ら
設
野
川
に
荏
ぐ
厨
d

に
裂
し
た
も
の
を
い
ふ。

-

カ
ズ
へ
マ
チ
主
計
町

全
開
設
脳出川
由
左
伴
大

師
刷
協
よ
り
ご
見
紛
ハ
今
の
巾
，前〉

に
す
-る
叫
ば
ま
で
を

い
ふ
。

越
税
制
U
一
一
一
州
芯
来
凶
椛
ぼ
附
録
制
設
に
、
能

川町
川
端
キ
一中
前
川
と
呼
ぶ
は
、
日
間
中
心
討
の
印
刷
山
内

附
近
で
あ
っ
た
放
で
あ
る
と
記
し
て
ゐ
る
。

在
っ
て
、
在
日
調
駐
の
銀
座
す
る
臨
別
で
あ
る
。
正
上

か
ら
恕
を
望
み
得
て
佳
却
で
あ
る
。

カ
ス
ガ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

春
日
山
城

河
北
川
山
上

一

小
坂
訓
枇
の
郎
防
な
る
小
-什
を
、川
出
俗
制
部
へ
て
卜
一出

一

的
設
の
城
跡
で
あ
る
と
い
う
て
ゐ
る
。
し
か
し
上
山

一

約
百
は
文
献
に
所
見
が
な
い
。

一

カ
ス
ガ
ヤ
マ
ヤ
キ

春
固
山
崎
間

金
探
知
外
な
る

一

河
北
柑
山
上
の
春
日
山
総
に
黙
を
聞
い
て
俄
い
た
陶

一

カ
ス
ミ
ガ
イ
ケ

霞
ヶ
池

余
裕
銀
六
川
内
千
以

黙
。
京
都
の
工
人
背
水
木
米
が
、
金
保
の
町
年
前
泊
一
お
に
約
い
た
加
に
つ
〈
ら
れ
た
地
で
、
そ
の
中
央
に

m純
泌
の
別
に
よ
っ
て
、
文
化
四
年
十
一

且
か
ら
制

一
あ
る
小
町
を
血
巾
山
と
も
慈
H

地
山
と
も
言
う
て
ゐ

め
た
も
の
で
、
車耐
践
の
術
助
を
得
、
宮
竹
屋
喜
左
衛
一
る
。
こ
の
他
は
前
川
狩
撲
の
昨
に
恐
た
れ
た
も
の
で

門(出向刷
M
U

・
松
凶
平
四
郎
〈
脳
宋
)
二
人
が
肝
前
、
に
な
一
あ
る
。
間
以
か
ら
地
水
へ
深
付
附
さ
れ
た
小

υは
内

っ
た
。
然
る
に
新
密
の
工
場
に
於
け
る
木
米
の
製
作
一
橋
苧
と
い
う
て
、
滞
政
時
代
か
ら
の
建
物
で
は
あ
る

は
茜
だ
し
く
成
功
せ
ず
し
て
、
同M
五
年
各
町
帥
格
す
る
一
が
、
川
内
の
他
の
加
に
あ
っ
た
の
を
明
治
以
後
に
修

に
誤
っ
た
が
、
そ
の
後
製
陶
は
向
筏
勢
な
が
ら
縦
約

一
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
刊
耐
の
小
山
は
際
蝶
山

し
、
本
多
以
苦
・越
中
盤
共
苦
・任
凶
底
徳
右
衛
門
等

一
で
、
地
を
制
。
上
げ
た
土
℃
約
み
上
げ
ら
れ
た
も
の

が
之
に
従
邸
し
た
。
こ
の
陶
然
は
文
化
十

一
年
乃
主

一
で
あ
ら
う。

文
政
四
年
の
聞
に
腹
減
し
た
と
信
ず
べ
き
理
問
が
あ

一

カ
ス

Z
ガ
イ
ケ

霞
ヶ
池

金
押
印
長
谷
山
諮
光
院

る

。

の

あ

っ

た

地

の

山
方
な
る
鉛
で
、
本
多
氏
の
下
邸
内

に
あ
っ
た
。

苛
は
大
拙
で
、
行
捕
此
hh
の
外
山
靴
郊
で
あ

っ
た
と
い
ふ
が
、
漸
く
聞
も
れ
て
山
地
内
山
肌
キ
一な
す

の
み
に
な
っ
て
目的
た
o
m山
守
地
の
白
は

ω，
断
に
在
っ

た
か
ら
で
あ
ら
う
。

カ
ス

Z
ガ
h
F

霞
が
た

一
川
問
。
知
岬
酬
の
仙
人
見

風
判
。
京
M
m
M
m
祈
兵
衛
佐
。
北
伎
の
文
読
は
、
芭
恨

の
m
州
統
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一川
政
三
年
の
火

災
に
叡
聞
が
然
げ
た
。
北
松
は
そ
れ
を
保
守
等
に
悩

か
せ
て
、
田
山
火
形
と
名
づ
け
た
こ
と
を
芭
即
時
に
報
じ

た
が
、
国
間
山
は
そ
の
山
へ
の
山
田
尖
な
ら
ざ
る
を
符
ば

ず
、
市
山
形
と
依
め
し
め
た
。
こ
の
文
民
は
出
絞
奴
後

李
取
の
手
に
附
し
て
日
た
が
、
日
比
風
の
約
に
よ
っ
て

之
を
誤
っ
た
。
そ
の
記
念
の
錦
見
風
が
こ
の
集
を
出

し
た
の
で
あ
る
o
千
代
尼
者
同
の
序
や
附
自
の
訟
が

カ
ズ
セ

数
回
刷

能
楽
抑
制
帆
俗
郷
に
凶
す
る
郎
務
。

カ
ス
ノ
ミ
ヤ

穏

宮

石

川
郡
航
江
の
入
口
な
る

称
枇
の
併
に
石
地
磁
が
あ
る
。

小
蛤
等
の
平
熔
を
析

b
、
そ
の
悠
λ
た
る
後
は
摘
の
制
を
附
へ
て
報
銭
と

す
る
。
凶
b
て
柑
の
宮
と
抑
制
す
る
。

カ
ス
ノ
ミ
ヤ

絡

宮

石

川
郷
笈
仰
の
上
匁
仰
に

在
る
。
枇
般
に
は
日
吉
宮
と
倒
す
る
が
、
里
人
は

m

g
と
群
へ
る
o
m
m
の
治
悠
を
祈
っ
て
、
幼
あ
る
時
は

澗
制
を
供
へ
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
ズ
へ
バ
シ

一
主
計
宿

金
持
引
姓
町
民
促
寺
の

航
よ
り
荒
川
河
町
に
入
る
師
、
玄
都
川
に
架
け
ら
れ
た

織
で
あ
る
が
、
名
都
の
起
凶
は
不
明
で
あ
る
。

カ
ズ
へ
バ
シ
主
計

橋

金

探
錆
梁
記
に
、『
か
ず

へ
錦
、
郡
山
川
大
綿
一
卜
也
」
と
あ
る
。
此
の
織
は
、

一
七
一


